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３学年進路状況
吐く息も白くなり、朝晩の冷え込みに冬の気配を感じるようになり、今年も残すところ

あとわずかとなりました。この２学期は、皆さんにとっての最大の目標である“進路実

現”に向かって邁進した学期でした。
就職希望者においては、朝読の時間を活用した一般常識の勉強や１０人面接に取り組み、

９月１５日からの就職試験に挑みました。

その結果、県内外の民間企業の受験において６０名が合格し、一次希望への内定率９２

％の成果を上げました。これは昨年の８２％を大きく上回るものです。これは３年生が自

らの努力と、進路指導部をはじめとする多くの教員の指導にしっかりと応えてくれたから

です。また、企業側の世代交代の動きや、鳥取に進出した企業から多数求人をいただいた

ことも追い風となりました。

しかしながら不合格となった生徒もあり、進路指導部と相談しながら二次募集の企業を

探し、本人、保護者と相談の上、２回目の試験に挑みました。

１２月現在の内定者は、民間企業（県内外）６６名、公務員６名、自営・縁故１名

計７３名となり内定率９６％になりました。

また進学希望者も合格者が出ており、１２月現在で四年生大学１８名、短期大学等６名

専門学校１９名 計４３名が合格しています。

なお、理数工学科においては１月のセンター試験が勝負です。

進学希望者はこれからが正念場といえます。

企業に内定した皆さんは、企業から出されている課題にしっかり取り組み、入社後に必

要な力を高めてください。進学先が決定した皆さんは、授業、自宅学習に一層励み、基礎

学力のアップに努力しましょう。

そして、皆さんが笑顔で来年３月１日が迎えられるよう、今を頑張りましょう。

※裏面に現在の進路状況をまとめています。ご確認ください。

就職、進学未決定の皆さんへ
不合格になれば、誰しも暗い気持ちにな

るのは当然です。しかしここでくじけず、

失敗の原因を謙虚に反省し、そのことを今

後に生かしましょう。そして自己の適性、

能力にあった進路先を各先生、保護者と相

談して決めましょう。

積極的な動きが大切です。

「失敗は成功のもと」の

意気でやりましょう！

センター試験受験の皆さんへ
いよいよ大詰めの時期を迎えます。

補習に参加し頑張るだけでなく、自身の

努力も大切です。模試の復習やセンター試

験の過去問などを自宅でもやっていきまし

ょう。※冬季補習１２月２６日（月）～２８日（水）

１月１４日（土）、１５（日） 試験日

【１２月と１月の主な予定】
２０１６年
１２／１９（月）～２１（水）

ＰＴＡ懇談（午後）

１２／２２（木）終業式

２０１７年
１／ ６（金）始業式

１／１３（金）就職内定者セミナー（午後）

※内定者は全員参加

１／１４（土）～１５（日）センター試験

１／１６（月）～Ｐ３自主登校開始

１／２６（木）～３１（火）学年末考査

（工業科最後の試験です。卒業を目指そう！）


